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森友・加計学目疑惑隠しの身勝手解散

今回の解散は「森友学園・加計学園」問題隠しのための、身

勝手なt大義なさ解散です3
国有財産をタダ同然で投げ売り、国の財産や税金を「お友達」

のために勝手に使う、こんなデタラメを許してよいはず

がありません。

守ろう I憲法九条
2年前に成立した安保法制 (戦争法)に よって、自衛隊は米軍と一

緒に世界のと
'こ
にでも出かけて戦争ができるようになりました。

そんな自衛隊を憲法に明記することになれば、事実上憲法九条は

死文化することは明らか。戦後の日本を支えてきた平和と民主主

義を壊してはなりません。来る衆院選は憲法九条を守るのか、壊

すのかの非常に重要な選挙となります。

平和は外交的努力で

9月 上旬、一週間の日程で訪米。原発の

プル トニウム問題や再処理工場の問題につ

いて、国務省 0米上院下院議員・シンクタ

ンクとの協議や要請を行うためです。

またニューヨークでは、戦争でなく外交的努力で朝鮮半島の危

機を解決するよう、国連事務総長宛ての親書を届けました。 戦争法も共謀罪も廃止へ |

おうさんフリータ甲の経験から～忘れられない同僚のこと～
社会に直接貢献できる活動に専念したい

と、 55歳で企業を早期退職した後、派遣の仕

事をしました。 1貫れない現場でt新しい作業
をひとつ覚えるのにも四苫ハ苫。ところが当

時同僚だった若い男性は、午前中は宅配便

で働き、年後は学童保育の仕事、そして夜

は飲食店と、 3つ の仕事をかけ持ちしていまし

た。なぜそれほどまでして働くのかと聞けば、

そうしないと生活が成し1立たないとの返事。

♯正規労働の厳しい現実を身をもって矢□ろミと

に。同時に、社会が何かおかしな方向へ向

かっていると感じました。       |
あれから10余 年。労働環境は改善゛れるど

ミろかますます悪くなるばかし|で す。この流れ

に何とか歯止めをかけないと、 日本の社会 |よ

壊れてしまいます。  |

森友学園を視察

国連総長宛の親書を預ける

|

:

:

:



1951年 12月 7日 第三種郵便物認可 社会新報 〈号外〉

服部良―のめざす社会

極r人と環境への投資で雇用を ffna+EfHf;uE*fi.tr
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自公政権は大企業や金持ちに有利な税制を推 し進

め、格差は急激に広がりました。 トヨタ自動車は 5年

も税金を払わない一方で中小企業が納税に苦労してい

ます。あまりにも不/AN平な税制を見直し、負担能力に

応じた公正な税制作りを目指します。消費をさらに冷

え込ませる消費税 10%への引き上げには反対します。

ご 子育てを応援します

保育園が不足し、高齢者は急増しています。しかし

福祉業界は多くの雇用を生み出す成長産業でもありま

す。急増する軍事費を見直し介護・保育の予算を増や

して、安心して子育てができる環境を整え、介護士や

保育士の待遇改善をします。

ご 誰もが安心して教育を受けられる国ヘ

大学の学費は他の先進諸国に比べて非常に高額で

す。学生の約半分が奨学金の支給を受け、社会人になつ

た時点で数百万円の借金は当たり前。教育は国の未来

を担う人材を育てる大切な投資であり教育予算を他国

並みに増やします。

ご 脱厚発社会の実現を

若狭湾の原発が事故を起

こすと、琵琶湖や淀川の水

が汚染され、安全な飲み水

がなくなります。原発に頼

らない社会を実現します。
お気軽に

お立ち寄し|く だ0い。

大企業や金持ち優遇のアベノミクスではなく、個人

消費を拡大 して活気あふれる地域や中小企業にしま

す。介護、医療、子育て、教育など、福祉と人を育て

る分野tそ して再生エネルギー・省エネ分野の成長で

雇用を増やし新しい産業を興します。

極r人間らしい働き方の実現を
労働基準法の改悪、規制緩和で非正規労働者が 40%

に増え、正規でも賃金の低下、長時間労働、パワハラ、

ブラック企業で苦しんでいます。

目先の経済効率だけが優先される社会では、技術の

継承やすぐれた人材を育てることができません。雇用

や社会のセーフティーネットを見直し、人間らしい働

き方ができるようにします。

trryma*rJtr
安倍政権は、表現や報道の自由を制限する秘密保護

法、戦争へとつながる安保法制 (戦争法)、 だれでも

取り締まれる共謀罪を強行採決しました。日本を戦争

できる国にするこれら

の悪法は廃止させます。

沖縄の米軍基地問題

はライフワークとして

取 り組んできま した。

沖縄の民意を無視 した

辺野古新基地建設に反

対します。

月Fi書BIヨ:・‐‐ 「ぃのち、くらし、憲法を大切に」
1950年 :福岡県八女市に生まれる。

1969年 :京都大学法学部に入学。機械メーカーで33年

労組委員長、営業部長。働きながら神戸被災地の集い

実行委員長や沖縄連帯など市民運動に関わる。

2009年 :衆議院議員当選(1期 )、 外務委員会など。

現在、社民党国際局長、アジア・甘界を飛び回る。
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福島原発事故の現場を視察
戦争法違憲訴訟の会

ロックアクション共同代表、戦争法違憲訴訟の会共同代表など。
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